欧米再遊日誌(3) by 山本, 一淸
Title歐米再遊日誌(3)
Author(s)山本, 一淸




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
52 天界212
曼繁一一■i西職韻藁…．へ’ 歓米再遊日誌（3）
躍辮」二．R一?鼈齠?D ｴ
7月24日（日曜日）　晴れ．
　今日から＋一一・me間，中央ドイツ周遊の計書により，朝7時56分ハンブルグ騨捜，
9時牛プレ1メン着．此所は曾遊の地で，地理は心得てみる．11時ド1ム廣場
まで來て，丁度，二二の禮拝式に出席した．それから百年前のアマチュア天文
家オルバ1スの紀念碑を見，13時から美術館に入り，名書を多く参醒した．
　15時24分プレ1メン獲・18時23分ハノ　｝、
パ1茄・二二のラィニシヤ・ホ1フに宿
を定め，後，散歩して，ゴセリ1デ廣場
に近いプラネタリウムを訪れたが，此所
は毎水曜16時に公開することになってゐE．
るので，門前から引き返し，C．V．J．　M．；，．
ボスビツ，ライブ＝ツ館，奮う1トハウ1鐸
ス，マルクト・キルへ等の外槻を見た．
7月？5　H（月曜日）　晴」れ．
　朝7時5分ハノバ1騨獲・同55分ゲチ
ンゲン騨に下車・バ1・ンホフllサからゴ1
ンダ術に川で，アゥヂトリウム，ラ1ト
・・ウス，大鰍燃，ガウ・と一・1べ・・＼
の紀念像，エ1ラ｝像，ビスマルク小屋，　　　ハノバ1のライブaツの蕉家
ヒンデンブルグ城壁等を見た．夏休中なので，大杯生だちlt回す，市衛は淋し
し～
　12時25分ゲチンゲン獲，ペブラで飛り換へ，1二時牛にアイゼナハ着．クロン
プリンツ・ホテルに入り，間もなく，バスで郊外のワルトブルグ城に登る．四百
年前ル1テルが幽閉されて，聖書を婿飛澤した所・其の他にも傳論は多く，チウ
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リンデン侯の古城として實に豫想以上の立派なものであった・
　18時下山し，市街を散歩した．
7月26日（火曜日）　晴れ．
　朝7時アイゼナハ獲，同斗6分エルフルト騨に下車・バ1ンホフ街から，アン
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時CO分叢，12時にはワイマ1着，ホ1ヘンツオラ1ン・ホテルに入る・
　此所は昔しからザクセン侯の佳都であり，叉アウグスト三無來は有名な藝術
の都であるが，大轍rt・一・・t・：r一　　・・…・…　・・　・S
は新ドイツの共和議會
を開いた所で，現在，
ヒトラ1廣i場を始め市
内は所々に改良の大工
事中である．自分はソ
フエン街，ビユルガ1
街等を経て，中央劇場
の側からシラ1街をぬ　「』　　「「　tr：チンゲンの市燦ミ廣揚
　　　ガ1街，ル1テル
ミ像・ヨハ構マ
　　　ルチン院（ル1テ
　　　ルの居た僧院）を
　　　経，魚市場では市
　　　臆と其の内部の有
　　　名な垂垂を見，ブ
　　　リ1ドリヒ廣場か
　　　ら，ド1ム及びセ
　　　ペリ教會を見，プ
　　　レデが教會，政臆
　　　（ナポレオンの宿
　　　つた所）を経て，
　　　停車場に蹄り，11
　　　　　　　，
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けて，ゲ1テ館に至り，3時聞を費して詩人ゲ；テの記念博物館を見た・・
7月27日（水明日）　回れ．
　朝8時17分，ワィマ1騨渡，同48分にイエナ市の「西停車場」菰直ちにツア
籔第
霧
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　　　　　1呂ナ市のツァイス工場
ル室，アペ像，大岸，シラ1餌を案内され，大軍天準位ではジ1デントプ数授
に會ひ，天室光度計を見せられた．
　18時33分，見退られて，ザ1ル停車場より出梅，ナウムブルグで乗りかへ，
20時46分ライプチヒ着・コンチネンタル・ホテルに入る・
7月28H（木■日）晴れ．
　朝の間，哲く門衛を散歩し，10時25分獲の列車1ζ乗り，ハレで乗りかへ，11
時50分アイスレ1ペン着・此所はル1テル（⇔1483，＋1546）の生れた町で，ル
1テルに因むものが多い．停車場から‘‘ヒトラ1街道”を経て，市平の中央部
に入り，ル1テ
r
ルの生れた家，
受洗したぺ1タ・
パウル敏會，マ
ルクトfte（tl；4二）ltls
像，ルiテルの
死去した家，；詮
淋したアンドレ
ヤス教職等々．
一巡して，15時
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イス嘘吐を訪ね，レオナルド，
ゴルネル，ヰンデイシ等の諸氏
に酔ひ，11時から・會祉のプラネ
タリウムを見た．i新しい太陽系
軌道の映臨装置は大回に良かっ
た．ル1テルが宿ったといふシ
ブルツア・ぺ1レン・ホテルで午
餐を饗せられ，其の後，ル書テ
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55分元の停車場から，又，ハレ経由，18時ライプチヒに齢つた．
7月29日（金曜日）曇．
　朝8時21分ライフ●チヒ稜，9時10分ヰテンペルグ着．此所も“ル1テルの
町”である・先づ，停車場通りの梛の大樹は，ル1テルが法王から來た破門状
　　　　套議議§蓬
　　アイスレ曹ベンの
　　　ル雪テル誕生の家
　朝9時置トマス・クク族行會就でスエ1デン
行の切符を買ひ，いろいろの準備をした．午後
はブリ1ヂナウのアスカ昌や會吐へ行ったが，
時刻が逞かつたので，主任のロ1ゼンハ1ゲン
博士にはストクホルムで會ふこととし，蹴去・
7月31日（日曜日）
　朝7時56ベルリン（レ】アタ停車場）爽，急行
で，11時25分ハンブルグ着，元のライクスホ1
フ・ホテルに入った．
　15時，電車でハ1ゲンベクの大動物園を見に
行った・なるほど大規模のものではあるが，動
物の取り扱ひ方などは，豫想してみたほどのも
のでは無かった．（つL’く）
を焼いた所であり，コレゲ通りのル1テル館は果多
しい記念物を集めてみるので，之れを見るのに3
時聞を費した．（此の時間，外は雨であった．）そ
れから，メランヒトン館の前を過ぎ，マルクト廣
場，三教會を見，次で，市の西端にある城内血忌
の内外を見た．此の教會の扉にはル1テルが焚表
した95ヶ條の文が三板に綴りつけてある．3ζ，中
にはル1テルとメランヒトンとが葬ってある■’
　16時20分ヰテンペルビ焚，18時ベルリンのアン
ハルト停車場着．ミチル街のエングリシヤ●ホ1
フに入った．
7月30日（土曜日）　晴．
ル1テルの死んだ家
